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資
金
固
か
ら
見
た
日
本
銭
釧
業
の
再
編
成
過
程

第
七
十
一
念

二
六
四

第
四
披

入

資
金
面
V
ら
見
わ
い
日
本
鍛
鋼
業
の
再
編
成
過
程

|
|
職
後
の
財
政
・
金
融
政
策
と
関
連
し
て
|
↓

波

撞

敬

司

回
同

一
、
本
稿
の
課
題

二
、
織
銅
補
給
金
の
推
務
と
市
場
問
題

=
一
、
戦
後
銭
鋼
業
の
資
金
調
達
の
憎
告

四
、
餓
銅
賞
本
と
銀
行
資
本
・
同
家
資
本
と
の
連
繋
、
及
び
そ
の
背
景

衣

之ド

市高

の

謀

走塁

日
本
鱗
鋼
業
の
戦
後
の
再
建
は
、
プ
メ
り
カ
帝
醐
主
義
の
一
環
と
し
て
の
鋭
銅
凋
占
資
本
の
復
興
の
過
程
で
あ
っ
た
o

こ
の
過
程
は

資
金
の
面
か
ら
ど
の
様
に
し
て
行
わ
れ
て
き
た
か
。

一
一
吉
で
云
へ
ば
そ
れ
は
同
際
資
本
の
主
導
の
下
、

へ
の
同
家
資
金
の
集
中
凶
配
分
日
本
銀
行
を
頂
点
と
す
る
大
銀
行
と
の
蓮
葉
の
強
化
と
、
他
方
に
於
け
る
中
小
メ
ー
カ
ー
へ
の
金
タ

マ
ny
、
京
税
、
銑
帥
同
等
の
凋
占
債
格
に
よ
る
シ
ヲ
ヨ
セ
と
一
式
う
形
で
展
開
さ
れ
た
と
一
式
へ
る
。
本
稿
の
課
題
は
こ
の
過
程
を
、
日
本
鋭

鋼
業
の
ア
メ
リ
カ
戦
時
経
済
へ
の
従
属
化
と
そ
れ
に
伴
う
矛
盾
H
H
反
股
が
本
格
的
に
日
程
に
上
っ
た

F
ッ
ジ
ラ
イ
Y
後
に
焦
点
を
お
い

一
方
に
於
る
織
鋼
大
メ
ー
カ
ー

， 



て
財
政
金
融
政
策
ピ
の
閥
蓮
の
中
で
見
て
ゆ
く
庭
に
あ
る
o

さ
て
職
後
の
鋭
銅
調
占
資
本
の
従
属
的
な
復
荷
主
云
う
以
上
、
憤
然
に
戦
前
の
日
本
織
鋼
業
の
構
造
と
そ
の
職
後
の
推
移
が
胤
題
と

な
る
。
害
々
は
こ
、
で
下
ヅ
ジ
ラ
イ
ン
迄
の
経
過
を
蹴
糊
す
る
事
に
よ
っ
て
問
題
の
手
引
と
し
よ
う
。
悠
戦
前
の
日
本
鍛
鋼
業
の
構
造

は
こ
れ
を
一
日
に
一
宮
う
な
ら
、
岡
家
と
癒
着
し
た
財
閥
資
本
U
五
犬
メ
ー
カ
ー
が
帝
圃
主
義
時
宰
を
完
逢
す
る
矯
O
軍
需
品
や
そ
の
基

礎
養
材
の
調
占
的
供
給
者
と
し
て
、
そ
の
下
に
多
数
の
平
炉
問
問
延
メ
ー
カ
ー
を
従
属
さ
せ
て
そ
び
え
立
っ
て
お
り
、
且
つ
戟
宰
そ
の

も
の
が
彼
等
に
と
っ
て
関
内
市
場
の
狭
院
と
原
料
碁
盤
の
薄
弱
と
云
う
矛
盾
を
糊
塗
し
作
る
唯
一
の
手
段
で
あ
っ
た
と
云
う
構
造
で
あ

っ
た
。
(
そ
の
意
味
で
は
戦
後
日
本
の
非
軍
事
化
は
直
ち
に
財
閥
の
除
長
と
結
び
つ
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
叉
占
領
政
策
の
初
期

は
そ
の
よ
う
に
概
念
も
さ
れ
た

J
試
み
に
鋼
材
の
直
接
的
な
軍
需
と
民
情
と
の
比
挙
は
・
昭
和
一
王
年
五
四
・
九
、
一
六
年
七
五
・

o、

一
七
年
七
八
・

1
、
一
八
年
七
九
土
=
、
一
九
年
八
四
・

oι
一
貫
し
て
民
需
を
略
一
迫
し
て
い
た
o

廷
に
戦
前
戦
後
の
織
鋼
生
産
高
の
推
移

を
見
る
と
第
一
表
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
生
産
の
集
中
度
を
昭
和
一
九
年
に
見
る
と
、
日
銭
一
一
枇
で
銑
織
の
八
三
声
、
鋼
塊
の
四
六

戸
、
鋼
材
の
四
八
が
を
漏
占

L
て
お
り
、
更
に
之
に
日
本
釧
管
、
神
戸
製
鋼
、
住
反
金
属
、
川
崎
薫
工
業
の
問
祉
を
加
え
た
所
諸
民
大

メ
ー
カ
干
で
銑
餓
の
九
七
、
七
%
、
鋼
材
の
八
七
、
八
V
P

を
制
占
し
て
い
た
と
一
古
う
欣
況
で
あ
h
v
o

庭
で
こ
の
沢
大
メ
ー
カ
ー
の
系
譜

を
見
る
と
、日

本
製
一
鍛
は
日
本
織
鋼
業
の
中
心
基
軸
た
る
官
営
八
幡
製
鍛
所
を
中
U
に
昭
和
九
年
齢
西
拠
鎖
、
鏡
石
績
山
〔
以
上
三
井
采
〕
、
三
菱
製
鋼
、
九

州
製
織
(
安
田
系
)
、
富
士
製
錨
〔
瀧
沢
来
)
の
五
一
畦
の
合
同
し
た
も
の
で
あ
り
(
後
に
東
洋
製
鋼
参
加
)
、
特
に
三
井
、
主
菱
の
ご
大
財
閥
は
濁

占
的
な
原
料
基
盤
l
|
右
漢
に
於
け
る
三
井
、
三
菱
の
濁
占
|
|
と
販
賀
制
|
|
物
産
と
商
事
1
1
i
と
に
J
っ
て
日
鎮
の
濁
占
的
安
岡
に
寄
生
し
て

お
旬
、
臨
時
中
は
鏡
銅
続
制
曾
の
下
文
字
通
り
に
軍
閥
、
官
僚
、
財
閣
の
癒
着
の
典
型
で
あ
っ
た
。
日
本
鋼
管
は
浅
野
財
閥
司
代
表
的
事
菜
で
あ
り

資
金
聞
か
ら
見
た
日
本
鎖
鋼
業
の
再
編
成
温
程

第
七
十
一
巻

一一六五

第
四
競

九



資
金
聞
か
ら
見
た
日
本
鍛
鋼
業
の
ー
再
編
成
過
程

第
七
十
一
念

二
六
六

O 

餓|制 嘘|普通鋼々材

ι班f 100.0 4，590 100.0 3，979 100.0 

222.0 7，044 153.5 4，550 114.3 

203.5 7，630 166.2 4，346 109.5 

159，4 6，729 116.6 3，511 90.5 

49，3 1，272 27.7 898 22.5 

10.5 557 12.1 359 9.0 

17.4 952 20.7 569 14日

40.8 1，715 37.3 1.115 28.0 

78.2 3，111 67.8 2，141 53.8 

112.7 4，839 104.6 3.486 87.6 

157.8 6，502 141. 7 4，802 120.7 

鍛鋼生産高の推移

「
昭和十11年平均 1， 98 

17年 4，397

18年 4，032
19年 I 3，1 

20年 977

21年|立)8

22年 34

23午 808

24年 I 1，日9

25年 2.23

26年 3.126

通商産業省調甚之統計部日j態統計諜制 太邦鰹酒統計26年度所牧

銑

， 

第
四
抗

資
金
面
で
は
安
田
財
閥
と
も
つ
な
が
り
、
住
友
金
属
は
昭
和

-
O年
住
友
製
鋼

と
住
友
仲
鏑
鋼
管
と
の
合
併
に
よ
っ
て
瑳
足
し
た
住
友
財
閥
の
重
要
拠
点
で
あ

っ
た
。
叉
紳
戸
製
鋼
は
そ
の
悶
を
鈴
木
商
問
に
持
ち
台
銀
資
本
に
つ
ら
な
り
、

川
崎
貫
工
は
昭
和
一
九
年
三
井
銀
行
「
合
併
暖
牧
さ
れ
た
二
且
銀
行
を
背
最
に

し
亡
い
止
。

従
っ
て
鍛
鋼
業
の
こ
の
構
造
を
支
え
て
い
た
も

の
を
太
中
洋
戦
争
下
の
者
会
構
浩
の
商
に
見
石
な
ら
ば
、

し
に
い
う
閥
係
に
あ
っ
た
。

夫
九
々
の
財
閥
銀
行

が
興
銀
等
の
特
殊
銀
行
を
安
え
て
い
九
大
メ
!
カ
l

へ
「
軍
需
融
資
」
の
名
の

下
、
日
銀
の
「
民
山
貨
同
」
に
お
ぶ
さ
っ
て
渇
水
の
加
く
融
資
し
、
更
に
悶
家

資
金
が
地
方
銀
行
、
一
般
大
味
の
闘
債
強
制
制
首
の
犠
牲
の
上
に
、
鉄
鋼
補

償
金
、
前
渡
金
、
肢
時
金
融
令
官
岬
の
融
費
等
の
形
態
を
と
っ
て
補
強
し
て
い

た
去
云
う
有
様
で
あ
っ
担
。
さ
れ
ば
日
本
帝
閣
主
義
の
演
械
は
こ
の
よ
う
な

鍛
鋼
の
生
産
、
金
融
構
誼
に
k
っ
て
未
骨
有
の
危
機
で
あ
っ
た
。
事
費
「
二

つ
の
世
田
仲
」
の
封
立
が

i

未
だ
は
っ
き
り
と
妻
而
化
し
て
い
な
か
っ
た
虎
の
戟

後
の
初
期
は
、
そ
と
に
多
ベ
の
保
併
は
あ
っ
て
も
一
麿
財
問
解
体
、

戦
時
保

務
働
組
合
の
助
長
等
を
通
じ
て
日
本
に
於
け
る
股
宰
潜

償
打
拐
、
凋
禁
法
、

十
杭
カ
で
あ
っ
た
前
記
の
俄
鋼
業
の
財
間
的
構
浩
の
破
壊
と
そ
の
民
主
的
再
建



を
志
向
し
て
い
た
。
こ
、
に
保
惜
と
一
式
う
の
は
云
う
迄
も
な
く
関
内
的
に
は
終
戦
が
凋
占
資
本
家
の
ヘ
グ
モ
ニ
ー
に
よ
る
「
同
休
の
護

持
」
と
一
宮
う
方
式
に
よ
っ
た
事
と
、
関
際
的
に
は
占
領
の
主
体
が
資
本
主
義
中
一
「
護
持
」
ず
る
ア
メ
り
労
資
本
主
義
闘
の
管
理
で
あ
っ

た
事
を
一
宮
う
。
こ
の
第
一
の
保
帝
こ
そ
格
取
院
後
の
イ
ン
フ
V

と
生
産
サ
ボ
に
よ
る
危
機
の
碍
嫁
の
推
進
力
で
あ
っ
た
。
即
ち
従
来
の

無
限
の
市
場
た
る
軍
需
を
失
っ
て
、
し
か
も
荒
廃
し
た
設
備
、
と
過
剰
弊
働
力
を
擁
し
て
い
た
織
銅
山
町
占
資
本
は
、
終
戦
前
後
の
軍
ス
ト

ッ
ク
や
臨
軍
費
の
放
出
と
、
財
閥
銀
行
か
ら
の
救
桝
貸
出
を
主
制
と
す
る
イ
Y

フ
レ
に
よ
っ
て
、
流
通
過
稗
で
の
利
潤
温
求
と
そ
の
後

や
っ
と
行
わ
れ
た
柏
償
打
切
り
の
打
撃
の
名
目
化
主
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
っ
て
、
疋
に
第
二
の
保
習
は
こ
れ
に
叫
制
す
る
「
下
か
ら
」

の
批
判
を
限
界
づ
け
る
パ
ア
タ
ポ

l

y
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
O
K
は
一
宮
へ
こ
の
一
終
戦
直
後
の
イ
ン
フ
レ
は
、
蹴
釧
生
産
水
準
銑
紘
一

と
い
う
縮
沙
司
生
産
構
識
の
上
に
進
行
L
信
用
構
症
の
破
壊
の
上
に
進
行
し
て
い

。
〔
一
二
年
指
叡
白
山
第
一
衷
)

O

王

鋼

材

九

っ
た
と
い
う
点
に
於
て
、
陪
級
針
立
の
激
化
を
除
外
し
て
も
金
融
費
本
白
危
秘
で
あ
っ
た
。
と
の
危
般
の
知
抜
け
ば
先
ず
二
一
作
一
二
月

「
金
融
目
指
念
措
置
A
7
」
に
よ
る
銀
行
者
本
の
整
備
強
化
と
、
そ
の
産
業
支
阻
の
強
化
に
よ
っ
て
闘
ら
れ
、
こ
れ
に
続
く
昭
和
二
二
年
度

よ
り
の
「
傾
斜
生
産
方
式
」
に
よ
っ
て
布
石
さ
れ
た
。
云
う
誌
も
な
く
傾
斜
生
産
は
ア
メ
り
カ
か
ら
の
京
油
輸
入
を
柏
粁
と
し
て
石
炭

と
餓
銅
へ
費
材
副
賞
金
を
傾
斜
さ
せ
、
以
て
凋
占
資
木
の
生
産
逝
禄
把
握
を
岡
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
資
金
的
裏
づ
け
を
し
た
の
が

補
給
金
色
悪
名
高
き
復
興
金
庫
の
按
上
で
あ
っ
た
。

鈴
鋼
に
封
す
る
補
給
金
は
戦
時
鱗
銅
袖
償
金
白
戦
後
版
と
し
て
二
二
年
度
上
り
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
新
物
偵
体

系
ー
1
1賃
制
限
は
戦
前
の
二
七
倍
、
主
要
工
業
商
品
は
t

ハ
h
傍
1
1
1
1
に
於
け
る
安
定
帯
を
上
回
る
生
産
債
格
に
針
し
て
、
閥
家
財
政
か
ら

こ
の
ι
差
額
を
補
償
し
よ
う
と
じ
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
一
目
は
ヨ
そ
の
定
圃
は
戦
後
ヤ
ミ
償
格
の
底
に
あ
っ
た
貫
工
業
部
門
の
過
剰
恐
慌
に

よ
る
凋
占
企
業
の
採
算
割
れ
を
、
③
と
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
弱
小
企
業
と
一
般
大
衆
の
犠
牲
に
よ
っ
て
補
償
し
よ
う
と
云
う
の
で
あ
る
。

資
金
田
か
ら
見
た
日
本
銭
鋼
業
の
再
編
成
過
程

第
七
十
一
念

一
一
六
七

第
四
挽



資
企
画
か
ら
見
た
日
本
繊
細
業
の
再
編
成
過
程

第
七
十
一
銭

」ー〆、
J<、

第
四
競

試
み
に
そ
の
軍
備
営
り
支
給
率
は
生
産
者
債
格
の
大
半
を
占
め
、
旦
っ
そ
の
線
額
は
債
格
調
整
費
中
主
力
を
占
め
て
終
職
出
回
理
費
と
と

も
に
岡
家
財
政
を
限
迫
し
て
い
た
が
(
第
二
節
参
照
)
、
こ
の
補
給
金
の
メ
ー
カ
ー
へ
の
支
給
額
全
見
る
と
第
二
表
の
通
り
で
戦
前
の

所
謂
五
大
メ
ー
カ
へ
七
四
匹
が
集
中
し
て
い
る
。
補
給
令
が
こ
の
核
に
偵
格
而
か
ら
大

企
業
の
赤
字
を
補
償
L
た
の
に
射
し
て
、
二
二
年
二
月
間
所
の
筏
興
令
庫
は
戦
時
金
融
金

庫
の
戦
後
版
と

L
て
大
企
業
の
赤
字
や
設
備
復
答
企
の
直
挺
的
融
資
と
し
て
登
場
し
た
も

の
で
あ
っ
た
o

即
h
一
二
阿
年
二
月
末
俄
鋼
業
へ
の
融
資
額
は
、
設
備
一
九
四
三
、
蓮
時

一
王
八
二
、
計
三
五
一
一
六
百
万
円
〔
復
金
刷
費
総
額
一
三
二

O
億
円
の
二

-
b
%
)

鏡銅補給金復金融資と豆大メーカ F

補給金 (23.9月末〕復金 (24.3月末)

百万円 何百万円 % 
4.322 41.5 870 23.6 

1.488 14.3 953 25.8 

837 8.0 351 9.5 

565 5.4 289 7.8 

504 4.8 68 1.B 
J 

7.718 74.1 2.533. 68.8 

10.403 100.0 3日80 100.0 

佐甲三郎「日本銀鋼業の基礎的i臨件」より

で
あ
っ
た

が
‘
第
二
表
の
様
に
そ
の
う
ち
日
級
・
鋼
管
の
二
肘
で
半
分
合
、
五
大
メ
ー
カ
ー
で
七

O
が

を
澗
占

L
て
い
る
と
一
古
う
大
口
関
税
で
あ
っ
た
。
之
に
反
し
て
中
小
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て

は
、
重
要
産
業
わ
い
る
鱗
釧
へ
の
傾
斜
手
一
耳
う
美
名
も
、
置
の
と
こ
ろ
知
花
梨
の
嘆
に
過
ぎ

た
か
っ
'
た
。
サ
設
し
制
給
金
の
乙
率
的
な
算
定
は
大
メ
ー
カ
ー
程
有
利
で
あ
る
し
、
市
大
メ

ー
カ
ー
以
外
へ
は
そ
の
額
も
金
制
の
ご
J

ハ
正
月
に
渦
ぎ
ず
、
主
し
て
復
金
融
務
は
大
メ
ー
カ

ー
へ
の
大
口
さ
き
が
主
で
あ
っ

T
、
中
小
メ
ー
カ
ー
融
資
は
縦
割
の
三
割
に
充
た
ず
、
且

簡 2表

日鍛

日本鋼管

扶桑金属

神戸製鋼

川崎重工業

五社計

全舎前土計

っ
そ
れ
も
般
格
な
資
格
を
要
求
さ
れ
る
か
ら
官
僚
と
の
結
び
つ
き
も
た
い
本
笛
の
中
小
企

業
は
全
く
閉
め
出
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
(
後
出
〕
。

」
の
裁
に
し
て
鍬
鋼
樹
占
脊
本

は
、
運
開
資
金
の
面
で
は
餓
鋼
債
格
の
大
半
を
補
給
金

r
よ
っ
て
賢
現
し
、
そ
れ
で
も
生
ず
る
赤
字
を
彼
全
で
賄
い
、
他
方
設
備
彼
醤

の
聞
で
は
唯
一
の
調
達
泌
を
復
全
に
仰
い
で
、
之
に
よ
っ
て
補
給
金
目
あ
て
の
一
棟
業
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
と
れ
が
「
閑
家
湖
占
資



本
主
義
論
」
に
一
耳
わ
れ
る
資
本
主
義
の
高
度
化
H
H
股
宰
の
遺
産
の
現
賓
態
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
様
な
同
家
資
金
の
撒
布
は
構
造
的
に

は
復
金
債
の
日
銀
引
受
や
赤
字
財
政
と
一
式
う
イ
ン
フ
レ
の
激
化
に
よ
っ
て
支
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
じ
か
も
こ
の
期
の
一
百
は
ば
「

復
興
イ
ン
フ
レ
」
は
、
絡
戦
直
後
の
イ
ン
フ
レ
と
迷
っ
て
、
相
側
占
債
格
中
心
の
物
倶
休
制
と
補
給
会

復
金
融
資
の
鴻
占
資
本
へ
の
集

中

を

一

方

で

、

土

偶

格

シ

エ

l
レ
と
融
資
税
制
を
他
万
で
策
す
る
と
云
う
点
に
於
て
、
イ

y

フ
レ
に
箔
お
う
も
の
を
小
教
の
濁
占
資
本
に
限
定
し
中
小
企
業
に
は
イ
ン
フ
レ
下
の
金
づ
ま
り
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
賀

は
こ
の
様
な
方
策
に
よ
っ
て
始
め
て
金
融
資
本
に
よ
る
生
産
過
程
の
包
揖

l
生
産
復
興
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
前
町
第
一

表
の
様
に
昭
和
二
=
一
年
の
餓
鋼
生
産
は
二
一
年
に
劉
し
三
|
|
悶
侍
上
昇
し
た
が
、
こ
の
凶
復
の
質
践
は
弐
の
二
つ
の
指
棋
が
一
不
す
通

り
職
前
の
財
閥
の
系
譜
を
つ
ぐ
五
大
メ
ー
カ
ー
の
制
覇
で
あ
っ
た
。

買
、
税
(
一
二
了
三
年
院
の
一
般
曾
計
の
均
衡
)

第
一
、
昭
和
二
コ
一
主
ー
の
鍛
鋼
生
産
の
集
甲
度

銑
繊
l
H
銀
六
九
%
鋼
管
一
九
%
計
入
八
%

鋼
材
!
日
銀
三
二
・
ご
鋼
管
一
六
・

E
川
崎
九
・
入
紳
戸
入
・
七
扶
桑
五
・
五
計
七
二
・
七
%
(
佐
申
三
郎
『
日
本
銭
鋼
業
の
基
礎
的
際
件
匂

第
二
・
鋼
魂
生
産
比
車
(
「
織
鋼
」
三
六
年
b
月
号
〉

牢

ヨた

一
貫
メ
ー
カ
ー

盟

加

瑚

平

炉

包

府

昭
五
|
九
年

一
六
一
九
年

二
二
年

二
三
年

五三六五
九一 O 七

四一四一一一一一一
=一九

二七四ニ

資
金
面
か
ら
見
た
日
本
銭
鋼
業
の
再
編
成
過
程

第
七
十
一
巻

一
六
九

第
四
脱



資
金
固
か
ら
見
た
日
本
錨
銅
山
菜
し
の
再
編
成
過
程

第
七
十
一
巻

七
O 

第
四
掠

四

「
二
つ
の
世
界
」
の
分
裂
と
占
領
政
策
の
時
国
が
横
た

わ
っ
て
い
た
。
ポ
1
V
1
の
職
宰
潜
在
力
H
H
財
閥
の
除
去
や
非
軍
事
化
H
民
全
化
の
ラ
イ
ン
は
、
東
欧
ア
ジ
ア
の
革
命
勢
力
の
進
展
の

前
に
、
円
本
者
本
主
義
の
早
期
再
建
の
怨
に
は
非
軍
事
化
の
鈍
化
も
止
む
を
得
な
い
と
一
耳
う
ス
ト
ラ
イ
ク
ド
レ
!
パ

l
的
な
ラ
イ
ン

へ
移
行
し
て
い
た
。
そ
し
て
と
れ
を
背
景
に
前
遁
の
凋
占
資
沫
の
値
興
が
な
き
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
下
ツ
ジ
ラ
イ
ン
は
中
闘
に
於
け

る
中
共
の
勝
利
の
前
に
、
今
や
日
本
経
桝
を
速
か
に
世
界
資
本
主
義
休
制
の
一
環
、
と
し
て
整
序
づ
け
る
べ
き
段
階
と
し
て
登
上
し
た
。

そ
わ
は
漸
〈
立
医
り
を
見
せ
た
日
本
俄
鋼
業
を
ア
メ
り
力
軍
事
総
怖
の
要
請
に
臨
ず
る
様
に
再
編
成
す
る
段
階
で
あ
り
、
そ
の
要
請
と

は
第
一
忙
今
湿
の
岡
家
の
庭
按
的
保
謎
か
ら
織
銅
企
業
を
切
離
し
て
軍
一
矯
替
レ
!
ト
の
で
中
、
閣
際
競
宰
に
針
決
吉
せ
て
以
J
L
企
業
の

集
中
と
陶
沙
を
強
行
す
る
事
で
あ
り
、
第
二
に
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
企
業
が
安
慣
な
「
極
東
の
軍
需
工
場
」

E
「
戦
略
物
資
」
供
出
の

賞
を
一
万
す
事
で
あ
る
o

F
フ
ジ
ヲ
イ
シ
は
こ
の
様
た
閲
際
的
蹴
野
か
ら
先
ず
日
本
縦
桝
の
安
定
イ
ン
フ
レ

J

岐
来
世
看
板
に
臨
み
、
之

に
練
〈
グ
レ
ス
ラ
イ
ン
は
朝
鮮
動
乱
を
般
に
、
具
休
的
事
賃
上
し
て
極
東
の
軍
事
基
地
建
設
、
日
本
持
軍
備
の
日
科
を
の
ぼ
せ
た
。
で

は
ド
ツ
チ
グ
レ
ス
ラ
イ
ン
は
者
全
の
面
か
ら
ど
の
様
に
規
制
す
Z
事
に
よ
っ
て
鈎
鋼
業
の
経
届
北
を
お
し
推
め
た
の
か
o

叉
そ
れ
は

ど
の
様
な
矛
盾
主
中
小
メ
ー
カ
ー
へ
の
シ
ツ
ヨ
セ
を
招
来
さ
せ
た
の
か
。
こ
の
過
程
の
一
端
を
六
大
メ
ー
カ
ー
(
前
の
五
大
メ
ー
カ
ー
)

き
て
二
三
年
度
に
於
け
る
こ
の
様
な
復
興
H
財
閥
再
編
成
の
パ
ッ
ク
犯
は
、

の
安
全
構
遣
を
中
心
に
財
政
金
融
政
策
主
の
閥
連
忙
於
て
明
ら
か
に
す
る
事
、
こ
れ
が
以
下
の
課
題
で
あ
る
。

陸

ω
佐
甲
三
郎
「
日
本
儲
鋼
業
の
基
礎
的
傾
件
」
よ
り
。

間
目
餓
の
生
産
集
中
位
、
持
株
曾
社
整
型
委
員
曾
「
日
本
財
閥
と
F

て
の
解
体
」
よ
り
。
王
人
メ
ー
カ
ー
の
地
位
は
、
市
川
弘
勝
「
危
機
に
於
る

鍛
鋼
業
の
展
望
L

鏡、より。

間
前
掲
「
日
本
財
閥
と
そ
の
解
体
」
容
照



(4) 

銀
鋼
補
給
金
に
つ
い
て
の
詳
細
位
、
民
国
司
則
、

ー
鏡
銅
補
給
金
に
闘
す
る
一
考
察
」
「
経
済
論
議
」
一
一
六
年
一
一
月
号
暴
照

補
給
金
の
推
移
正
市
場
問
題

「
賓
際
に
は
米
側
の
援
助
資
金
と
補
給
金
主
赤
字
の
増
加
を
あ
ら
わ
す
に
池
ぎ
な
い
生
産
指
故
白
増
加
や
輪
出
の
一
増
加
を
誇
示
す
る

の
は
愚
の
骨
頂
で
あ
る
」
〔
ド
V
J
A

ン
躍
明
)

O

こ
の
一
批
判
は
織
鋼
補
給
金
の
削
減
廃
止
と
援
助
物
資
買
上
代
金
の
貿
易
納
給
金
へ
の
繰

入
停
止
と
な
っ
て
資
現
し
た
。
今
鈎
釧
納
給
金
の
推
移
を
見
る
と
第
3
衰
の
通
り
で
あ
る
。
柿
給
金
の
製
品
距
伯
仲
出
り
支
給
率
は
、
ド

ッ
ジ
前
の
二
=
一
作
七
月
で
は
銑
餓
の
七
六
一
一
声
、
棒
鋼
の
五
二
七
戸
で
あ
る
が
、
事
賢
は
こ
の
補
給
金
の
上
に
援
助
物
油
世
代
金
の

貿
易
特
別
合
計
検
作
が
あ
り
、
こ
の
か
く
れ
た
制
給
金
(
鍛
銅
石
・
石
山
頂

)ι
特
定
産
業
向
石
炭
梢
給
金
を
加
え
る
と
第
4
表
の
通
り
で

あ
っ
た
。
即
ち
鋭
敏
制
給
金
締
約
は
銑
俄
屯
詰
り
の
消
費
者
悦
格
の
七
倍
、

釧
塊
の
全
じ
く
約
四
倍
、
鋼
材
(
棒
鋼
)
の
三
倍
強
と
一
式

う
莫
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
補
給
金
は
二
四
年
度
以
降
生
産
者
償
格
の
措
置
乃
至
小
巾
の
引
上
げ
、
消
費
者
侭
格
の
大
巾
引
上
に

よ
っ
て
漸
減
さ
れ
、
銑
織
は
い
ハ
度
に
わ
た
っ
て
支
給
率
を
改
訂
さ
れ
て
二
六
年
四
月
に
燦
止
、
銅
材
は
三
皮
改
訂
さ
れ
て
二
五
年
七
月

に
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
様
な
補
給
金
の
股
止
渇
棋
に
於
て
注
目
さ
る
べ
き
事
は
、
第
一
に
こ
の
補
給
金
脱
止
を
可
能
に
さ
せ
た
も
の
が
.

朝
鮮
動
乱
を
機
と
す
る
鍛
鋼
償
絡
の
恭
騰
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
例
へ
ば
二
ι九

年
七
月
の
柿
給
金
殴
止
時
の
鋼
材
建
値
が

以
前
の
補
給
金
支
給
時
の
生
産
償
格
を
一
五
四

O
阿
下
廻
っ
て
い
る
事
に
一
不
さ
れ
た
よ
う
に
、
本
来
補
給
企
が
利
潤
を
認
め
な
い
原
償

主
義
を
と
り
乍
ら
そ
の
賢
ι算
定
の
基
礎
が
極
め
て
甘
か
っ
た
事
で
あ
る
。
第
三
に
統
制
撤
廃
が
建
似
の
設
定
に
よ
る
大
メ
ー
カ
ー
の
市

場
支
配
を
可
能
に
し
、
殊
に
鞍
后
の
屑
餓
枯
尚
と
銑
餓
債
格
の
一
貫
し
た
高
傾
格
が
、

属
、
波
幕
の
積
粁
と
な
り
得
た
こ
と
で
あ
る
。
き
て
戟
后
支
加
わ
れ
た
鍛
鋼
補
給
金
の
推
移
は
第
5
表
の
泊
り
で
、
常
に
伺
格
調
整
費

一
貫
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
中
小
メ
ー
カ
ー
の
v
イ

資
金
面
か
ら
見
た
日
本
織
鋼
業
の
再
締
成
過
程

第
七
十
一
念

七

第
四
抗

五
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第 3表 銑銭及棒鋼債格推移表 t首り I可

銑 鐘 棒 銅

年月日!主 ~:I 富費高卜豊明野重(年月目!ぞ引車費草津守 1= 器室 l
23年

7月
24年
4.12 

9.7 

25年
1.1 

7.1 

11.1 

262年.22 

3.31 

4且

15日切 3.600 11.480 76.1% 21. 300 10.120 

(100) (100) (100) (100) (100) 

13.200 3.600 9.600 72.7 |124 4，12 19.360 10.120 

(87.5) (100) (83.6) (90.8) (100) 

17.000 7.400 9.600 9. 7 23.000 13.76日
(1l2τ) (205.5) (83.6) (107.9) (135.9) 

18施。 9.750 8.610 46.8 25.540 18ωo 

(121. 7) (270.8) (75.0) 1. 1 (1l9.g) (177.8) 

17.740 11. 880 5.860 33日 7 来 24.00D

[117.6) 【33日0) (51. 0) (237.1) 

16.300 12.600 3.700 22.6 10 25.000 

(108.0) 【35日0) (32.2) [247.0) 

16.60日 20.3日日 3.700 18.2. 12 、27.000

(1l0.1l (563.9) (32.2) (266.7) 

28.000 26.4 

(424.9) 

備考ろはCIF債格7.1ι降ハ外費用拡，月以降ハ八幡製銭建値
(】内"23.7月ノ数値ニ針スル比率

52.4% 

(1日日)
9.240 47.7 

(82.6) 

9.240 

(82.6) 

7.540 29.5 

(67.4) 



需給金

穣鋼補給金の寅体甥 4褒

補給金
総 額

25. 180 

21. 715 

30.550 

32.185 

32.885 

37.980 

6.500 

3. 785 

4.615 

5.010 

5.075 

5.310 

石妓
補給金

7.200 

5.650 

7.110 

7.480 
・.
7.370 

8.180 

銑 銭
前給金

初

品

白

羽

田

4

8

5

6

0

 

侭
U

ヮ，
Q

U

Q

u

n

u

慣格差
補給金

円
3.600 11. 480 

5.460 5.850 

8.530 10.980 

10.120 U.1S9 

12.250 U.820 

14.690 15.470 

消費者債格

銑織

鋼塊

シ F トメ同

棒鋼

厚板

青手 取

の
主
力
を
占
め
て
同
家
財
政
を
腿
迫
し
て
お
打
、
殊
に
一
.
四
年
度
は
歳
州
縦
割
の
一
一
四

%
を
占
め
る
憤
格
調
整
農
の
中
=
一
割
弱
し
乙
一
江
う
比
震
で
あ
っ
た
。

L
か
も
こ
れ
が
三
四

年
度
の
均
衡
予
算
の
一
下
で
専
ら
重
税
で
賄
わ
れ
た
と
と
は
、
と
れ
ら
の
補
給
金
が
賢
質

上
第
一
信
に
見
た
様
に
大
メ
7
カ
1
へ
集
中
し
た
事
、
及
び
L

へ
企
業
程
有
利
な
選
定
の

甘
さ
と
照
陪
L
て
「
階
続
予
算
」
の
本
質
を
露
呈
し
て
い
る
o

鹿
で
こ
の
様
な
補
給
金

減
践
の
過
程
仕
入
品
寸
迄
鎖
銅
偵
格
の
大
A
T
を
架
益
の
財
政
需
要
に
よ
っ
て
資
現
し
て
い
た

t嘗り債格

鍛
鋼
業
を
し
て
始
め
て
切
賓
な
市
場
問
題
に
針
決
さ
せ
た
o

ド
ッ
ジ
予
算
は
宜
税
と
援

助
物
資
の
見
返
資
金
へ
の
別
途
積
立
に
よ
っ
て
同
内
市
場
を
せ
ば
め
る
と
共
に
、
他
方

こ
の
引
上
げ
た
奇
金
を
債
務
償
還
に
よ
っ
て
日
銀
、
市
中
銀
行
に
廻
し
、
市
中
銀
行
は

こ
の
資
金
力
を
基
礎
に
大
企
業
へ
融
資
す
る
と
と
に
よ
っ
て
企
業
合
理
化
を
似
進
し
、

以
て
輸
出
の
増
加
に
碍
じ
き
せ
よ
う
と
す
る
構
想
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
事

費
に
於
て
世
田
て
の
「
飢
餓
輸
出
し
の
ラ
イ
ン
を
不
利
な
潟
棒
v
l
ト
の
下
に
、
悶
際

競
品
ず
に
さ
ら
し
て
ア
メ
リ
カ
経
済
へ
従
属
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
世

日銭調査

界
資
本
主
義
の
危
機
の
激
化
は
こ
の
輸
出
を
阻
み
、
二
四
年
九
月
の
英
同
ポ
ン
下
切
干

を
指
標
に
滞
貨
は
増
大
す
る
一
方
と
な
っ
て
い
っ
た
が
、
恰
も
こ
の
昨
「
時
の
氏
神
」

朝
鮮
動
乱
。
勃
穫
が
こ
の
窮
地
を
救
う
べ
く
議
上
し
て
日
本
織
鋼
業
を
防
共
陣
営
に
包

掘
し
た
の
で
あ
る
。
市
場
開
固
に
つ
い
て
は
詳
細
な
考
察
が
別
に
な
さ
れ
る
か
ら

鍛

資
金
面
か
ら
昆
た
日
本
鍛
鋼
業
の
再
編
成
過
程

第
七
十
一
巻

七

第
四
続

七
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慣特調整賓の推移

1 22 l' 23 1 区立」
同(霊業高)

24 21 

資
金
聞
か
ら
見
た
日
本
鍛
鋼
業
の
再
編
成
過
程

9.657 

20.193 3.873 鋼 CA)餓

808 非鍛金居

10.814 1. 814 存Li~ 

771 

(4.879)1 ' 
16.06司 17.653

21. 89剖 41.943

1012217( 

50.7611 102.3491 

ヱL514JIHJiiil「一
10.3171 23.2251 62.5001179.2日制 64間同 羽田01

山師1214.2561473.1451741吋間4刷出7剖

158 

1G.310 

j官。

小 計

E輸入物資分小計

百その他，j、計

ソ

22.5叩|

言十 (B) 

一般舎計
才出純額 (C)

A厄

B/C 

A 
口

第
七
十
一
巻

3.4 

31. 6 

9.7 

35.01 

13.2 

16.71 

10.8 

「悶の予算J26午度ョリ。

-% 
8.7% 

b 
四

第
四
蹴

l'ら

銅
問
究
曾
市
場
班
)
、
と
、
〉
で
は
脊
通
鋼
々
材
の
生

( )内前年度 (23"F度}分を示「。

産
、
川
荷
欣
況
の
商
か
ら
動
乱
後
の
足
取
り
を
見

ょう。試
み
に
二
六
年
度
の
餓
工
業
生
産
榊
訟
を
経
済

復
興
五
ヶ
年
計
一
四
の
そ
れ
と
劉
比
す
れ
ば
第
6
表

の
通
り
で
あ
る
。
阿
表
か
ら
わ
か
る
様
に
二
六
年

度
の
鍛
工
業
生
涯
は
目
標
を
四
制
上
姐
っ
て
い
る

が
、
問
題
は
日
本
終
消
の
性
格
が
戦
時
総
桝
刑
に

鑓
形
し
た
底
に
あ
る
o

即
ち
食
品
、
耕
、
繍
業
等

は
計
画
目
標
を
盗
か
に
下
廻
っ
て
い
る
の
に
、
榊
仙

械
金
属
工
業
は
飛
限
的
に
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の

不
均
等
発
展
こ
そ
動
乱
に
よ
っ
て
日
本
経
桝
が
「

日
米
絞
桝
協
力
し
に
側
主
て
ら
れ
、
閥
内
市
場
の

犠
牲
の
上
に

γ
メ
リ
カ
戦
時
終
消
へ
の
職
暮
物
賓

の
輪
開
、
特
需
を
行
っ
た
か
ら
に
一
他
な
ら
ぬ
。
庭

で
金
属
工
業
の
内
約
八
割
は
鍛
銅
が
占
め
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
今
こ
の
織
銅
山
一
事
情
を
「
普
通
銅



ω
、
開
一
フ
y
景
、
鍛
鋼
石
の
中
共
か
ら
の
轍
入
停
止
は
そ
れ
丈
米
閣
の

原
掛
茨
、
鎖
鋼
石
に
依
存
き
ぜ
こ
の
結
果
は
運
賃
高
、
原
料
高
を
招
来
さ
せ
た
。
例
え
ば
素
材
費
甲
運
賃
の
比
率
は
弐
の
通
り
(
一
一
二
頁
)
。

間
高
い
運
賃
、
高
い
素
材
の
制
約
を
受
叶
て
出
来
た
製
品
は
、
こ
れ
を
素
材
と
す
る
ニ
共
製
品
、
活
館
、
機
械
等
の
工
業
に
ひ
び
い
て
、
こ
れ

ら
工
業
の
「
原
料
高
の
製
晶
安
」
の
悩
み
と
な
り
、
動
乱
後
の
「
金
へ

y
景
領
」
の
霞
只
中
古
一
方
で
は
鍛
鋼
憎
格
の
暴
織
を
機
E
す
る
補
給
金
廃

止
に
よ
る
一
貫
メ
ー
カ
ー
の
調
白
慎
格
設
定
之
、
他
方
で
は
前
記
諸
工
業
か
ら
の
「
補
給
金
復
活
」
の
監
と
が
針
立
し
た
。

閉
鎖
鋼
業
自
体
に
と
っ
て
も
高
い
素
材
の
下
に
出
来
た
製
品
は
、
成
程
助
乱
プ
1
ム
の
時
比
「
金
へ

ν
景
宥
L

を
調
散
し
得
た
が
、
そ
の
後
の

長
病
後
退
と
な
る
や
、
日
米
都
商
力
に
よ
っ

E

「
製
品
の
関
内
保
絡
を
悶
際
水
準
に
調
整
す
る
」
よ
ラ
強
制
さ
れ
、
且
ウ
そ
の
買
付
方
式
は
「
ア
メ

リ
カ
の
長
期
計
画
の
も
と
に
買
付
注
文
を
裂
す
る
」
の
で
は
な
く
「
経
注
は
競
守
入
札
に
よ
る
憐
賄
側
的
な
契
約
の
基
礎
の
上
で
行
わ
れ
る

(

7

1

カ

第
七
十
一
袋

明
雨
脚
白
山
一

2
4
1
1
1
m
m
m
ん

計

一資
金
聞
か
ら
見
た
日
本
銭
鋼
業
の
再
編
成
過
程

鋼
材
部
門
別
山
荷
賛
績
(
第
七
表
)
」
に
見
ょ
う
。
二
四
年
度
と
二
六
年

度
を
比
較
す
る
と
川
荷
合
計
は
二
、
四
倍
に
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
上

回
計
の
管
般
を
見
る
と
二
四
年
度
で
比
重
の
大
き
い
部
門
は
銭
銅
用
を
首

輸
出
は
僅
か
五

4

五

位
に
生
産
用
原
材
料
、
船
舶
、
機
械
等
で
あ
向
、

停
で
あ
っ
た
。

然
る
に
二
六
年
度
で
は
輸
出
は
八
倍
に
は
ね
上
っ
て
特

需
と
合
せ
て
二
三
三
河
を
占
め

」
れ
に
第
一
次
製
品
を
加
え
た
製
品
の

輸
出
を
入
れ
る
と
四
割
に
な
る
)
、
他
方
閥
内
市
場
も
動
乱
プ

l
ム
に
よ
る

二
攻
製
品
向
(
一
六
%
〕
、
鍛
鋼
向
ご

0
・四〕

機
織
工
業
向
の
繁
柴

し
か
し
乍
ら
こ
の
様
な
職
暑
的
輸
出
と
特
需
依
存

の
構
浩
は
鍛
鋼
業
に
女
の
様
な
諸
矛
府
を
押
し
つ
け
た
。

が
限
倒
的
で
あ
る
。

七
五

第
四
競

1L 



第 7重量普通細々材部別出荷t耳慣(昭24年度と26年度)

' 

ιjj市敏 量ト率ιパ~I 戯
t 

0.6 同進駐軍周 10.471 聴 出 8'10.300 19.1 

4骨 出 102.538 5.5 ヰ寺 需 193.433 4. .z 

陸 浬 169.401 9.1 石 決 68.990 1.5 

侮浬倉庫 21.846 1.2 右『由・ガス・ ~-!l ス 30.703 0.7 

通 信 6.657 0.3 二及次製材品生産斜用 732.202 16.0 

電 力 1s.265 0.9 鎖 朝団 用 472.648 10.4 

石 主詰 83.442 4.5 船 自白 413.739 9.1 

ヌfス、コーグス '12.341 。7 機 械 1 業 393.638 8.6 

ijま 鋼 428.756 23.0 化単 工業 52.668 1.1 

鏑山梨錬 I 14.130 0.8 その他製浩業 95.445 2.1 

自骨 ~Il 206.572 11.1 紐 設 業 217.156 4.8 

機 械 206.182 11.0 運輸・倉庫 181. 050 4.0 

i~ 堕肥料 27.111 1.5 その他の版買業者 672.163 14.7 

土 建 38.877 2.1 そ の 他 168.212 3.7 

生 産用原材料 259.225 13.9 

そ 。J 他 257.289 18.8 

ぷ口~ 計 [1. 863.103 [1∞o [[ ムロ 計 h日2臼 7[ 1凹 O

24年度は鰹酒論叢26年11月号鈴木重晴「鑑鋼業にE叩Tる涜五電機靖

の針祈J 26年度は鋼材グラブ「鍛鋼需給の動向と資金事情

(5) Jより

、

資
金
面
か
ら
見
た
目
本
鍛
鋼
業
の
再
編
成
過
程

第
七
十
一
巻

二
七
六

第
四
蹴

O 



18.3 

20.7 

ヲ
ト
薦
問
〕
」
正
一
耳
p
h

，
従
属
的
な
調
達
方
式
を
強
要
さ
れ
た
@
云
は
立
ド
ツ
ジ
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
志
向
さ
れ
た
「

飢
餓
輸
出
」
は
、
「
原
料
高
製
品
安
」
の
下
に
「
出
血
受
注
」
と
な
っ
E
ダ
レ
ス
ラ
イ
シ
を
貫
徹
す
る
の
で
あ
る

ω
日
米
経
画
協
力
は
一
方
で
は
原
料
取
得
地
躍
を
ア
ジ
ア
近
海
市
場
か
ら
北
米
の
遠
隔
地
に
持
換
さ
せ
る
と

共
に
、
他
方
で
は
そ
の
仕
向
地
を
ず
シ
ド
地
域
、
ォ
ー
プ
シ
ア
ヵ
ワ
ン
ト
地
域
へ
偏
重
さ
せ
、
ポ
シ
ド
過
剰
と
ド

ル
不
足
の
矛
盾
中
蹟
大
す
る
と
云
ラ
貿
易
構
濫
を
と
ら
せ
央
。

さ
て
こ
の
様
な
矛
盾

r充
ち
た
棒
読
は
ど
の
様
に
餓
銅
企
業
に
反
映
し
て
い
る
の
だ
ら
う
か
。

第
日

表
普
通
銅
々
材
生
産
及
販
寅
般
況
を
見
上
う
。

生
産
は
二
五
年
六
月
を
一

O
O
と
し
て
二
七
年
三
月

25年11耳

26年5.6月

一
一
一
と
上
昇
し
て
い
る
が
'
一
」
の
上
昇
以
上
に
在
庫
は
二
五
三
四
と
透
か
上
廻
り
、
賓
掛
金
残

も
叉
二
併
に
上
昇
し
て
い
る
。
し
か
も
荘
庫
忙
つ
い
て
見
る
主
間
出
向
在
庫
(
一
四
一
・
一
}
は
、
メ
ー
カ

を
下
廻
っ
て
お
り
、
問
屋
資
本
の
在
庫
手
持
能
力
の
著
る
し
い
弱
化
と
メ
ー
カ

こ
れ
は
股
后
の
間
関
養
本
の
過
大
な
外
部
資
本
依
存
が
、
在
庫
す

ー
在
庫
(
三
六
六
・

O
〕

四ー
の
比
重
の
増
大
が
注
目
さ
れ
る
。

る
能
力
を
喪
失
さ
せ
て
い
る
結
果
で
あ
る
。
か
く
て
二
ハ
年
度
後
半
か
ら
の
世
界
的
不
侃
下
、
間
島
は
一
方
で
は
建
値
を
割
る
市
中
債

格
に
よ
っ
て
苦
境
に
立
っ
と
共
に
、
換
金
の
得
に
輸
出
に
殺
到
し
て
買
叩
き
荷
受
け
て
閥
際
的
に
得
岡
崎
L
、
他
方
で
は
買
控
え
に
よ
る
メ

ー
カ
ー
の
在
庫
比
重
の
増
大
に
よ
っ
て
、
大
メ
ー
カ
ー
の
流
涌
機
構
り
支
胞
の
下
に
立
た
さ
れ
て
い
る

Q

大
メ
ー
カ
ー
の
流
通
機
構
支
配

は
大
問
尿
(
安
定
建
議
・
岩
井
産
業
・
室
町
物
童
・
不
二
商
事
等
)
の
指
定
を
通
じ
て
、
流
通
濁
占
か
ら
生
産
調
節
へ
の
途
を
志
向
し
て
い

る
o

だ
が
他
方
に
於
て
メ
ー
カ
ー
自
身
も
叉
決
し
亡
こ
の
様
な
滞
貨
の
増
大
を
自
己
の
力
で
千
持
ち
す
る
能
力
を
も
と
よ
り
持
っ
て
い

な
い
。
在
庫
手
持
も
の
震
の
滞
貨
融
資
の
塗
は
常
然
に
銀
行
へ
の
依
存
合
増
大
す
る
と
共
に
、
不
況
切
抜
け
の
合
理
化
の
途
は
首
然
に
英
伺

資
金
団
か
ら
見
た
日
本
鍛
鋼
業
の
再
編
成
山
田
程

第
七
十
一
巻

七
七

第
四
掠



資
金
聞
か
ら
見
允
目
木
鍛
鋼
業
の
再
編
成
過
程

(車位千庇1

年月!生産 I~- :戸l問屋 1附計 |賀吋入金高|F喜
25.6 却 6.4 124.7 125.2 249.9 6.941 5. 710 8.488 

(100】 【100) (100) (100) 

日 921 707 220.3 142.5 362.9 6-.045 6.172 8.224 
(91. 3) (176.7) (113，9) (145.2) 

12 351.9 245.3 130.6 375.9 9.284 10.121 8.230 
(118.7) (196.7l (104.3) (150.4) 

26.3 393.2 277.5 122.1 399.6 11. 860 11.527 9.034 
(132.71 (222.5) (97.6) (159.9) 

6 425.9 293.3 155.0 448.4 15.u54 13.914 12.644 
(143.7) (235.2) (123.8) (179.4) 

9 357.0 359.2 178.6 537.9 14.364 13.524 17.631 
(121.1l (288. j) (142.7) (215.2) 

12 |(3924 (34766EK1O ) (13162394 } 
635.4 10.315 13日88 14.457 

132.4) (254.3) 

27.3 421. 8 456.5 吋臼3.217.342 17.269 16.274 
(142.3) (366.0) (141.1)1 (253.4) 

第 8表 普通鋼々材生産及版賀吠況
25年第一・間三明日-26年第四・四半期

第
七

f
一
省

七
ノ¥

第
四
掠

大
な
長
期
資
金
を
補
正
豊
さ
せ
る
。
そ
こ
で
資
金
事
情
を
見
よ

。
ぅ

鋼材クラプ「鍛鋼需給の動向と資金事情jより

百

ω
問
屋
の
斉
木
棺
成
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
重
靖
「
銭

鋼
業
に
於
け
る
流
通
機
構
の
分
析
」
「
鰹
爾
論
叢
二
六
年
一
一

月
号
」
所
収
参
照

『

戦
後
織
鋼
業
の
資
金
調
達
の
構
造

運
榔
資
金
制
建
の
構
造

先
ず
メ
ー
カ
ー
の
資
令
繰
り
扶
況
(
牧
入
の
部
〕
の
推
移
か

ら
入
ら
う
。
第
9
表
的
は
大
企
業
の
総
浩
司
に
於
て
銭
鋼
補
給

金
の
牧
入
が
如
何
に
重
い
比
重
を
持
っ
て
い
た
か
を
一
不
す
も

A 

の
で
制
給
金
主
認
承
手
形
割
引
手
取
金
と
ゼ
約
五
乃
至
六
割

と
云
う
収
入
を
占
め
て
い
る
。
認
承
手
形
或
は
公
園
買
取
金

と
あ
る
の
は
柿
給
令
支
給
の
場
合
に
「
債
格
調
整
会
圏
L

が

備考

介
在
し
て
、
出
来
た
製
品
を
そ
の
ま
、
」
手
に
買
取
り
・
或
は

そ
の
相
常
額
の
認
承
手
形
を
支
給
し
、
メ
ー
カ
ー
は
と
の
買

取
資
金
或
は
認
承
手
形
割
引
令
一
を
前
以
て
同
正
取
っ
た
後
、
製

品
を
需
要
者
に
出
荷
し
て
公
閣
の
資
戻
し
を
受
け
そ
の
際
補



26.6 

17.4 

33.0 

11. 6 

38.0 

5.5 

32.1 

100.0 

6.318 

買掛 金

手形割引

その他

借入 金

(設備
浬輔

計

厳

合

質

鏡銅企業収入形態の比率

24.10 

32.3 

23.0 

14.6 

2.8 

2r.3 

27.1 

0.2 

100.0 

2.356 

買上金

補給金

公園貝取

その他

借入金

(道陣
設備

合計

寅 ι 政

(ロ)

23年8月 24年5月

置と金 22.3 17.3 

吉田承手形 25.6 22.5 

製品補給金 23.5 10，6 

借入金お 5 14.6 

その他 5.1 5.0 

合計 100.0 100.0 

貴 重宝 2.564 5.415 

比率ハ100%

買騒~~100):1円

Lイ) ~、鯉済詩論 26 年 6 月号ョリ

(ロ) ハ日本鋼軒世位回鍬ヨリ

筒、g器

)
 

υい

資
金
面
か
ら
見
た
日
本
銭
鋼
業
め
再
編
成
過
程

給
品
川
を
受
取
る
と
云
う
方
式
に
よ
っ
た
然
で
あ
る
。
一
再
は
ば
こ
の
場
合
会
閤

が
メ
ー
カ
ー
の
週
間
資
金
を
一
時
肩
代
り
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
公
開

の
買
取
養
4
1
或
は
認
承
手
形
割
引
金
は
復
A
ー
か
ら
出
資
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
o

従
っ
て
補
給
金
の
減
殿
、
会
閣
の
廃
止
、
復
金
融
資
の
停
止
と
云
う
ド

y 
.，.， 

ラ
イ
シ
は
そ
れ
丈
メ
ー
カ
ー
の
護
持
安
全
需
要
を
市
中
銀
行
に
依
存

さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
加
う
る
に
前
怖
で
見
た
メ
ー
カ
ー
の
在
庫
の
増
大
は

そ
れ
丈
在
庫
養
金
融
資
の
必
要
と
な
り
、
こ
の
結
某
は
二
六
年
に
於
け
る
十
へ

メ
ー
カ
ー
(
日
本
鋼
管
)

の
養
金
繰
h

E
於
て
週
間
資
金
借
入
士
三
河
手
形

割
引
三
三
河
と
市
中
銀
行
へ
の
依
存
の
度
を
深
め
さ
せ
て
い
る
。
「
の
事
賞

を
日
本
側
管
の
運
側
資
令
借
入
残
高
の
推
移
に
つ
い
て
見
る
主
第
初
衰
の
通

二
川
年
三
月
未
に
比
し
て
二
六
年
九
月
未
で
は
借
入
は
飛
躍
し
て
四

り
で
、

侍
に
上
昇
し
、
し
か
も
と
の
際
こ
の
一
銀
行
へ
の
依
存
結
合
は
旧
特
銀

(
興
銀

勧
銀
)

財
閥
銀
行
{
富
土
、
千
代
田
)
に
於
て
斡
接
、
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
今

一
企
業
か
ら
離
れ
て
鍛
鋼
業
及
び
金
属
問
屋
一
般
に
射
す
る
毛
闘
銀
行
の
連

時
費
全
貸
川
町
推
移
を
他
産
業
と
吐
較
す
れ
ば
第
日
衰
の
通
り
で
あ
る
o

金

日
明
問
屋

鍛
鋼
メ
ー
カ
ー
が
織
維
業
と
共
に
倒
産
業
を
摩
し
て
念
増
し
て
い

る
事
が
注
目
き
れ
よ
う
。
こ
れ
は
「
来
ヘ
ン
じ
「
金
ヘ
シ
」
景
気
が
、
管
は

第
七
十
一
治

二
七
九

第
四
掠



資
金
問
か
ら
見
た
日
本
鍛
鋼
業
の
再
編
成
過
程

第1日i表浬樽賃金借入残高のj任移(日本鋼管)

二二7戸 il言語司亙唇竺正工
24年3月末 7叫 8181 1381 -1 1.035 

(100) 1 (100) 1 (100) 1 1 (100) 

31叫 9431 1181 - 1 1. 371 
(343) 1 (115) 1 (86) 1 1 (132) 

1. 0911 2.382 1 510 I 218 I 4.201 
， 0.381引【291)1 (370) I (218) 1 (406) 

日本鋼管位償問主主ヨリ

25.3 

26.9 

.tl'i{u:町万円

全|瑚銀行浬純資金貸出残高の推移

長孟孟孟五万ヲβ

第
七
十
一
種

第~~金岡製造業 47.867 82.445 172 

(鍛 制 業) 38.772 69.552 179 

繊維品製主企業 150.824 270.051 179 

機械製浩業 22.867 29.185 128 

イ己主吾工業 59.197 81.558 138 

木材及木製品 17.146 24.092 141 

食料品製法業 48.373 66.671 138 

金風 問屋 28.210 62.901 223 

入。
第
内
競

四

錦 11表

銀
行
依
存
の
上
に
成
立
ち
、
且
つ
そ
れ
に

捜
く
世
界
不
況
が
銀
行
の
雅
一
言
力
の
弧
大

日銀「本邦経済統計26年皮」ヨリ ~1位lQOJJ円

と
犬
企
業
と
大
銀
行
と
の
癒
着
を
決
定
的

に
し
た
こ
と
の
一
指
棋
と
云
へ
る
。
こ
の

様
な
織
銅
問
屋
、
織
鋼
メ
ー
カ
ー
へ
の
資

会
の
集
中
を
裏
か
ら
見
れ
ば
、
第
四
簡
で

大見
由貝 る
行主主
の な
支日
援本
でを且
あ行
りの
、追

し加
か{言
も府
間j I乙
屋よ
t主 る

銀
行
か
ら
の
宜
師
酬
の
融
資
を
受
け
乍
ら
も

も
は
や
布
庫
の
資
金
力
を
持
た
ず
に
メ
1

カ
ー
に
従
属
し
、
メ
ー
カ
ー
は
指
定
問
屋

に
紐
つ
き
の
寅
り
つ
な
ぎ
を
し
て
流
通
般

構
を
支
配
し
て
ゆ
く
基
礎
を
、
銀
行
と
の

結
合
の
強
化
の
よ
に
展
開
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
o

之
を
要
す
る
に
昭
和
二
二

Ill-一
一
年
度
の
餓
鋼
業
の
運
開
資
金
調
達
は
、

ω
復
金
か
ら
の
融
資
〔
第
一
節
参
照

)ω
こ
れ
ら
の
図
家
費
金
に
パ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
市
中
銀
行
の
融
資
と
云
う
方
式
で
行

ω
補
給
金
と
そ
の
媒
介
者
た
る
公
闘
の
賛
金
繰

作、わ
れ
、
以
て
職
後
の
危
機
に
於
け
る
鍛
鋼
潤
占
禁
本
を
支
援
し
て
い
た
と
云
へ
る
。
之
が
ド
ヅ
♂
ラ
イ
ン
後
は
復
金
、
公
園
の
停
止
、



柿
給
金
減
殿
等
岡
家
資
金
の
直
接
的
支
援
の
退
場
に
よ
っ
て
専
ら
市
中
銀
行
か

b
の
借
入
、
割
引
と
古
う
「
自
由
経
掛
方
式
」
の
形
で

行
わ
れ
、
前
の
財
政
イ
ン
フ
レ
に
代
わ
る
財
政
と
金
融
と
の
分
離
に
よ
る
銀
行
資
本
と
産
業
資
本
と
の
結
合
の
強
化
と
一
耳
う
形
で
行
わ

れ
た
。
+
ん
も
こ
の
財
政
と
金
融
と
の
分
離
の
本
質
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
第
四
簡
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

設
備
資
金
調
濯
の
精
進

名
大
な
荒
践
の
遊
休
設
備
を
か
、
与
え
た
餓
鋼
業
は
(
銑
鍛
高
煩
三
七
基
中
昭
和
一
一
一
年
で
稼
動
し
た
も
の
三
基
。
鋼
塊
年
間
公
稽
能
力
一
一
一

四
基
中
)
一
一
年
の
穣
動
二
一
基
。
鋼
材
限
延
設
備
能
力
六
入
九
基
中
二
一
年
の
騒
動
三
二
七
基
)
そ
の
後
補
給
金
目
首
の
は
開
業
を
復
A
ー
か
ら
の
融

資
に
よ
っ
て
漸
失
稼
動
さ
せ
て
い
っ
た
。
試
み
に
第
ロ
表
の
復
金
納
を
見
る
と
二
三
年
度
迄
復
金
の
設
備
融
資
は
唯
一
の
調
達
抵
で
あ

っ
て
、
こ
れ
が
第
一
m
m
(
第
二
表
)
に
見
た
五
大
メ
ー
カ
ー
へ
の
集
中
に
よ
っ
て
生
産
復
興
の
地
固
め
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
ド

ヅ
ジ
ラ
イ
ン
は
ζ

の
彼
金
融
資
の
停
止
問
牧
を
以
て
復
金
を
板
粁
と
し
た
イ
ン
フ
レ
を
即
時
収
束
し
、
そ
の
代
り
に
徴
税
施
凪
の
金

づ
ま
り
の
中
、
そ
の
唯
一
の
助
け
船
と
し
て
銀
行
費
本
見
返
資
金
を
大
メ
ー
カ
ー
に
集
中
さ
せ
.
以
て
狙
力
な
餓
鋼
合
理
化
に
よ
る
世
界

市
場
へ
の
参
加
‘
防
共
態
勢
へ
の
綿
入
を
狙
う
も
の
で
あ
っ
た
。
庭
で
こ
の
合
理
化
は
大
別
し
て
朝
鮮
動
乱
前
と
動
乱
後
と

L
待
る
。
前

者
は
主
と
し
て
使
用
原
材
料
の
怖
約
、
雇
傭
構
成
の
能
蔀
給
的
編
成
等
の
合
理
化
を
中
心
と
し
、
既
存
設
備
の
動
員
に
よ
る
操
業
皮
の
上

昇
と
一
宮
う
形
態
で
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
り
‘
後
者
は
こ
の
方
向
が
限
界
迄
含
て
且
つ
ブ
ー
ム
が
漸
く
そ
の
底
の
浅
さ
を
示
し
も
も
は
や
コ

ス
ト
切
下
は
設
備
の
近
代
化
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
時
期
即
ち
二
六
年
度
以
降
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
に
必
要
な
設
備
資
金
の

訓
建
資
績
を
第
四
表
{
=
一
七
頁
〕
に
見
ょ
う

Q

二
四
ア
九
年
度
は
本
格
的
な
合
理
化
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
事
と
照
廃
し
て
、
そ
の
規
模
は
五

ο

億
円
代
で
動
乱
プ
1
ム
は
む
し
ろ
合
理
化
を
量
産
第
一
主
義
じ
向
け
た
が
、
二
六
年
度
は
「
合
理
化
計
画
第
一
年
度
」
と
し
て
出
発
し
、

そ
の
規
模
も
一
躍
し
て
二
二
八
億
円
と
悶
倍
に
上
昇
し
て
い
る
。
年
度
別
に
主
要
な
調
達
源
を
見
る
と
‘
二
四
年
度
は
市
中
銀
行
と
見
返

B 

資
金
面
か
ら
見
た
日
本
銭
鋼
業
の
再
編
成
過
程

第
七
十
一
巻

J¥. 

第
四
競

五



資
金
面
か
ら
見
た
日
本
鍛
鋼
業
の
再
編
成
過
程

二
有
一
年
度
は
全
じ
く
市
銀
と
一
位
債
、
二
六
年
度
は
枇
内
情
保
と
閑
雅
銀
行
と
な
っ
て
お
り
、
一
ご
牛
度
か
ら
の
累
計
を
見
る
と

第
一
位
が
市
銀
借
入
、
一
第
二
位
が
一
位
内
留
保
、
第
三
位
が
政
府
資
金
と
な
っ
て
い
る
。
今
己
れ
を
二
六
年
度
の
資
金
調
達
の
構
造
か
ら

整
理

f
れ
ば
闘
の
様
に
な
る
。
上
岡
か
ら
の
要
約
を
試
み
よ
う
。

ω
銀
行
資
本
が
鋭
銅
設
備
資
金
調
達
の
主
力
と
な
っ
て
(
累
計
比

資
金
、

銀鋼設備背金調達の稿浩

t昭和26年官、随宇は 、
( 31-26一位の累計車位低円』
¥ は債主主償還 ' 

第
七
十
一
念

y、、

第
四
説

六

率
二
四
・
六
%
)
餓
銅
資
本
と
の
結
合
を
深
め
、

，
結
県
は
銀
行
の
資
金
回
流
の
回
目
見
と
な
っ
て
、

Lヲ

の
A 

既
に
見
た
蓮
問
者
金
貸
同
の
崎
大
と
相
ま
っ
て
オ
1

令、
l

ノ

一

ロ

1
Y
の
闘
と
な
っ
て
日
銀
、
と
紡
ば
れ
て
し
r

る
事

ω
岡
家
坑
賞
金
は
累
計
比
率
二
二
両
と
云
う
越

大
な
北
京
を
持
ち
復
金

l
l見
返
資
金
|
い
ト
開
殻
銀

行
と
云
う
系
譜
で
、

復
全
融
資
に
ま
さ
る
大
企
業
へ

の
集
中
融
資
{
第
四
節
〕
に
よ
っ
て
悶
際
的
腕
野
か
ら

基
幹
産
業
を
把
撮
し
同
時
に
之
と
滑
に
結
び
つ
い
て

い
る
大
銀
行
の
肩
代
り
の
機
能
を
果

L
て
い
る
事
。

ω
枇
償
、
株
式
に
よ
る
企
業
の
安
本
構
成
の
立
置
し

b主

下
ツ
ジ
ラ
イ
ン
後
続
中
手
市
場
の
育
成
に
よ
る
資

木
蓄
積
の
強
化
万
策
と
し
て
強
制
さ
れ
、
銀
行
も
え

直
接
的
な
貸
付
に
よ
る
者
金
の
固
定
よ
り
有
償
荷
朱
投
資
へ
の
明
換
へ
を
要
墜
し
て
い
る
に
拘
ら
ず
、
そ
の
比
草
は
同
情
計
比
株
式
一
二



嬢鋼設備費金調達賢霞

~ ¥¥ 三度 |昭211 ぉ I~の1年度累か計ら

増 資 51 1.160 844 2.480 4(125365 ) (2.1) (22.4) (14.2) (10町

吐 債 661 1. 780 
4(10715 6) 

6.456 
(12.7) (30.0) (17.9) 

社内留保 8(22686 3) 8(232-8O5 ) 

市銀借入
(2H0X) 3) 

1_ 946 
ヌ(452245) 

3.900 
R(24R760 ) 。7.5) (17.1) 

復 金 4 I 93 
1〔797136) 

/.!.. 73 /'; 90 8275 1.505 
(100.0)1 (1日D.O) (4.2) 

児返資金
1(24717311(17390 3) 

2.208 
(6.1) 

開銀借入 4.160 4.160 
(18. 2) ¥11.5) 

計 回 I2.464 1 5.184 1 5叩 1228421 36.020 

1 (100.0il (醐 0)1(1凹 0)1(1∞0)1 (100.0)1 (160.0)1 (100.0) 

節目婁

資
金
固
か
ら
見
た
日
本
鍛
鋼
業
の
一
再
編
成
過
程

1安本調査課調ニヨ Jt-0 1旦シ26年度ハ開霊菱銀行調査課資掛エヨノL

2 復金融資ニハ誤差ガアルガソノマ、トシタ。 f~J26'年度ノ回牧ノ、

12月主主ノ回J主金デアリ、従ツテ累計ハ12月末現在高デアル

3単位100万円( )ハ年度別府民比

備考

第
七
十
一
省

六
同
一
耽
債
一
七

九
芦
で
戦
前
に
及
ば
ず
、

(
罷
業
設
備
資
金
一
般
の
調
達
比
率
は
職
前
|
昭
和

十
年
で
は
株
式
入
六
%
金
融
機
関
一
O
%
事
業
億
四

怖
で
あ
っ
た
)

又
祉
債
の
大
牛
は
銀
行
に
よ
っ

て
消
化
さ
れ
て
い
る
が
、
抑
制
行
の
位
債
消
化
は

日
銀
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
資
金
に
よ
っ
て
お

り
且
つ
日
恨
の
%
。
へ

v
l
シ
ヨ
ン
の
撲
礎
は
税

A
ー
か
ら
の
巨
額
な
問
債
償
還
に
よ
る
正
云
う
原

斉
的
な
護
金
の
再
配
分
で
あ
っ
た
事
。

ω
祉
内

期
間
保
は

F
y
平
フ
イ
ン
の
税
制
表
現
た
る
シ
十

ク
プ
の
強
力
な
ん
企
業
保
諮
策
と
動
乱
プ

1
ム

の
ア
プ
ノ
ー
マ
ル
な
蓄
積
と
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
事
等
で
あ
る
。
昭
和
二
六
年
、
後
半
か

ら
の
世
界
的
な
不
況
の
来
襲
は
、
今
や
唯
一
の

が間
合路
程を
化餓
に刑 1

つ合
L 、型車

て化
脊に

h 求
カ~ d?.J 

こさ
，せ

でて
官1ii e 、

t;!{J る
】j""

ベだ

き
は
、
第
一
に
餓
鋼
商
慣
格
の
基
本
的
要
因
は

1、

第
四
披

七

ノ



資
金
面
か
ら
尻
た
日
本
鍋
鋼
業
の
再
編
成
過
程

甥

叩

表

三
七
年
度
の
開
震
銀
行
よ
り
の
借
入
計
画

十百五円
八 幡 11. 500 

富士 11. 200 

鋼 管 7日目

三世計 (A) 1 3.4日日

脚戸製鋼 300 

住友金融 300

川 崎 製 li主 11.即日

〉そ市上青十 (R) I 5.000 
壬の他 61日

音 '~(G) 15.610 

AjG 1 61% 

BjG .1 89% 

第
七
十
一
種

y、、，

第
四
掠

ニ
入
四

原
料
費
、
運
賃
の
割
高
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
れ
を
克
服
し
な
い
で
障
な
昂

製
造
工
程
の
合
理
化
を
云
々
す
る
に
は
一
つ
の
限
界
が
あ
る
事
、
第
二
に

奇
形
的
な
ア
ジ
ア
市
場
か
ら
の
隔
離
と
云
う
貿
易
構
活
が
大
き
く
不
振
の

制
約
と
な
っ
て
い
る
事
、
第
三
に
師
に
過
剰
の
鈎
綱
市
場
へ
コ
九
ト
切
下

げ
に
よ
る
増
産
の
廊
迫
は
首
然
一
貫
メ
ー
カ
ー
の
優
位
と
中
小
メ
ー
カ
ー

の
倒
斉
一
を
到
行

L
、
企
業
の
集
中
は
人
員
整
理
と
務
倒
強
化
を
い
よ
/
¥

促
推
し
て
ゆ
く
事
で
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
の
合
理
化
資
金
の
ず
ヤ
シ
ピ
ヨ

y
は
不
況
下
の
費
全
事
情
の
中
に
あ
っ
て
見
返
資
金
を
機
承
し
た
開
設
銀
行
仁
よ
る
大
メ

1
力
ー
へ
の
集
中
融
我
で
あ
る
o

開
発
銀
行

は
二
六
作
度
で
他
人
資
金
の
主
位
を
占
め
て
い
た
が
〔
賞
金
調
達
構
成
比
、
社
内
留
保
一
一
一
一
問
、
開
銀
借
入
二
六
%
〕
、
二
七
年
度
附
銀
借
入

計
回
は
第
臼
表
の
如
く
一
貫
三
枇
で
六
一
回
、
六
大
メ
ー
カ
ー
で
八
九
回
を
湖
上
口
し
て
い
る
。

匡

[日)12) 11) 

詳
く
は
庶
田
司
朗
「
前
掲
論
文
」
容
照

開
蛍
銀
行
調
査
部
費
料
「
銭
鋼
業
の
設
備
資
金
に
つ
い
て
」

同

ι四

鍬
鋼
資
本
正
銀
行
資
本
・
岡
家
資
本
と
の
連
繋
、
及
び
そ
の
背
景

以
上
否
々
は
ド
ァ
♂
後
に
焦
点
を
お
い
て
資
金
調
濯
の
構
造
を
運
肺
師
、
設
備
閑
固
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
今
や
個
別
的
に
企
業
の

側
か
ら
、
企
業
と
銀
行
、
政
府
機
聞
と
の
閥
連
と
云
う
町
で
ハ
大
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に
見
て
ゆ
こ
う
o

先
ず
鍛
銅
傘
業
の
γ
ハ
フ

y
λ

シ
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42 37 

58 63 

8 6 

11 11 

86 84 

k
l
 

M

白
羽
田

4

日

間

銭鋼企業の費本構成

21上 24上

17 12 

83 曲

18 

23 

59 

第 14衰

11 ) 資本構成の推移

開u上 17上

白色香 本 81 52 

他人資本 19 48 

他内(m:t 債 11 45 

会1長期借入金 27 7 

本諦 t短期負債 62 48 

10 

90 

興銀調査部調「産業金融可報第暗号j ョリ

HEJ1竺 1lj期ヰザ

42.6 

40.1 

(~B和26年)位)

大メ F カ戸

中メ戸づち F 

資
金
面
品
ら
見
た
日
本
線
鋼
業
の
再
繍
成
過
程

第
七
十
一
桂

18.3 

入幡富士鋼管ノ三位'f均 (2E年 9月末)

徳山鍛板・尼崎製鋼ノ=枇平均 (26年3月末)

山陽製鋼・日本特殊鋼管ノ二世平均 (26年 3月末〉

祉債閏録ヨリ

4、メ ~i宅 F

大メ F カF

中メ F カ戸

4、メ戸力戸

戸、
五

ー
ト
を
資
本
構
成
め
丙
か
ら
見
よ

う
。
第
M
表
に
見
る
校
に
J
一
間
年
下

期
以
降
再
評
偵
や
補
者
等
の
方
式
に

よ
っ
て
や
、
国
後
し
た
資
本
構
成
も

来
だ
職
前
に
は
誌
か
に
及
ば
ず
‘
且
一

2三 つ
A 

う干1

不年
安下

定 JVl
宇 に
示 は
し丙
て v'
い寸IH
る 4事

O す

とる

の
他
人
資
本
依
存
は
知
期
負
債
が
臆

倒
的
に
大
き
い
が
、
こ
れ
ら
の
外
部

負
債
は
中
小
メ
ー
カ
ー
程
甚
し
い

尤
も
第
M
山
武

ωの
中
小
メ
ー
カ
ー
は
匹
大

メ
干
カ
7
や
特
殊
な
小
メ
ー
カ
ー
で
お
る

が
)
。
慮
で
こ
の
綾
な
外
部
資
本
依
存

の
樽
遣
は
、
装
か
ら
見
れ
ば
戦
後
餓

銅
業
の
再
編
成
H
凋
占
が
大
メ
ー
カ

ー
に
射
す
る
銀
行
貸
出
金
、
政
府
機

闘
の
融
資
と
一
買
う
形
態
で
有
力
に
行

第
四
掠

ブL
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m
一
間

喜

一

白

内
一
ー

の
一

富
岡
一

建
一

金
一

入
一

借
一

世
一
E

金
田
一

鋼
一

銭
一

表
一

5

一

1
一

第
一

(1) 昭和22年度第一・四半期

% 

先|大企業|中企業|十企業;干 均

86 23 4 70 

14 77 96 3日

100 100 100 10C 

(1) 大企業J、鋼管・ 111時・神戸・大同ノ四社平均

問 中企業ハ篠山製鋼・三菱製鋼等の五百土平均

(3) 小企業ノ、野村製鋼・昭和特殊製鋼等の五社

平均

色)井上・宇佐美「図家濁占資本主義論」所牧

% 

供 入 先 I~t 企業」中企業
額|設備 額設備

全菌銀行 77.6 98.5 80.7 

27.6 40.4 8.7 8.7 

内 11大銀行 41.1 6.8 73.6 70.2 

護 地方銀行 4.8 13.8 

信託ソノ他 4.1 2.4 

政府機関 22.4 51. 2 1.5 19.3 

言す 100.0 10日O 100.0 

(1) 大企業J、一貫三世ヰ均 (26年9月末〉

問中企業ノ、篠山鐘板、尼曙製鋼ノ二世平均四年3月

来)

(3) 政府機関ハ復金・見返資金、原銀の計

(4) 世債目録ヨリ



第 16表 王大メ戸カ戸へむ市中銀行の貸出及集中度 26年目月末 Unit百万円

額(内設備総 額 1内設備総 額 l内設備練/額|対設備

ノヘ 幡 4.5缶| 1.125 

富 土 1.621 1.194 1. 954 1.410 

車両 管 1.895 8日4 〆 2.593 26 1. 041 

三社計 (A) 4.849 3.961 7.'212 495 846 36 13.619 3.576 

新 扶 秦 649 1. 692 414 185 1.010 

神 戸 319 688 1.105 150 

五社言t"(B) 9.594 909 17.432 4.736 

貸全 鐘出Z総F業額 (C) 
(288) 6加|〔2mO) 1.417 (1541) 196 (6491日19日1) 7.898 i 16.673 40.689 11.638 

内初O万円以下
(41) (1.231) (34-02邸9)2 
236 2.680 1.376 

AjC 29.1% 47.1%.1 17.7% 34.9% 7.3% I 18.-4% 19.7% 45.3% 

BjC 34.9% 58附 I23.6% I臼 1% 25.3% 

備考 (1) r社債目録」及「金融統計月薪Jヨリ作成

(2; 一貫三社.n26年9月末窪、新扶桑ハ11月末接、神戸J、6月末蔑

(3) ( )内山貸出先患。

!i(o$l回~. .l' 目l;~tIl特騒思紙号腔~包囲iiï! t置中十 1~ 11，(-¥，世臣事 al 



資
金
田
か
ら
見
た
日
本
鍛
鋼
業
の
再
編
成
過
程

第
七
十
一
巻

入
y、
第
四
腕

四

と
れ
が
二
六
年
に
な
る
と
一
貫
メ
ー
カ
ー
で
政
府
資
金
二
二
匹
市
銀
七
八
声
と
市
銀
の
進
出
が
著
る
し
く
強
く
な
っ
て
い
る
。
と
は
一
耳

へ
設
備
の
面
で
は
比
率
は
活
研
押
し
て
、
政
府
機
閥
が
歩
の
慈
い
長
則
投
資
で
五
一
匹
と
一
再
う
相
艶
ら
ず
の
比
重
を
も
っ
て
い
る
喜
一
こ
そ

注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
他
方
中
小
メ
ー
カ
ー
は
何
時
も
政
府
機
閥
か
ら
見
離
さ
れ
る
か
、
健
か
し
か
融
資
さ
れ
ず
、
殊
に
ド
ア
ジ

後
は
政
府
機
関
の
融
資
が
い
よ
/
、
中
小
メ
ー
カ
ー
を
見
離
し
て
い
っ
て
い
る
。
庭
で
こ
の
様
な
市
中
銀
行
の
進
出
を
館
特
銀
大
銀

行
地
方
銀
行
に
分
類
し
て
五
大
メ
ー
カ
ー
へ
の
集
中
度
を
見
た
の
が
第
路
表
で
あ
る
c

同
表
に
見
る
一
週
り
一
貫
三
批
は
醤
特
川
棋
の
貸

出
荷
{
件
毅
二
λ
λ
)
の
{
一
一
割
設
備
の
五
割
弱
・
十
一
大
銀
行
の
貸
山
(
二
三
九
O
件
)
の
二
割
弱
設
備
の
三
五
再
を
澗
占
し
て
い
る
。
時

期
は
づ
れ
る
が
之
に
一
脚
戸
、
住
友
を
加
え
た
五
大
メ
ー
カ
ー
を
見
る
と
欝
特
銀
貸
出
金
の
=
一
五
同
大
銀
行
の
二
四
回
を
潤
占
し
治
特
に

設
備
の
商
で
は
鶴
特
銀
大
銀
行
共
に
六
割
に
及
ん
で
大
メ
ー
カ
ー
と
欝
特
銀
、
大
銀
行
の
結
合
の
深
さ
を
端
的
に
一
市
し
て
い
る
。
勿
論

こ
の
結
告
に
は
戎
頁
の
核
に
第
一
節
で
そ
の
系
譜
立
見
た
財
閥
銀
行
平
興
銀
等
と
の
拙
間
接
な
蓮
繋
が
指
摘
さ
れ
る
。
だ
が
同
時
に
注
意

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
事
は
、

ω
大
銀
行
は
危
険
分
散
と
艇
瞥
欣
況
悪
化
の
故
に
、
大
銀
行
相
互
の
協
調
融
者
を
日
銀
斡
旋
に
よ
っ
て

ω興
銀
勧
銀
等
の
特
楠
的
な
金
融
機
関
が
財
閥
銀
行
主
共
同
融
資
し
て
い
る
事
、

ω最
後
に
政
府
機
関
が
大
銀

主
っ
て
い
る
事

行
の
融
資
を
保
誰
し
肩
代
り
す
べ
く
歩
の
語
い
設
備
面
に
多
額
を
つ
ぎ
こ
ん
で
大
メ
ー
カ
ー
大
銀
行
の
利
潤
を
保
殺
し
て
い
る
事
で
あ

る
。
そ
こ
で
共
に
閥
家
資
帝
一
の
集
中
を
見
ょ
う
。

既
に
見
た
様
に
ド
ッ
ジ
ラ
イ
ン
は
信
担
金
の
停
止
に
代
へ
る
に
二
四
作
四
月
援
助
物
資
の
見
返
資
金
特
計
へ
の
計
上
と
、
こ
れ
か
ら
の

間
際
的
視
野
に
よ
る
運
用
の
方
向
を
打
出
し
た
が
、
そ
の
私
企
業
投
資
と
し
て
の
鉄
鋼
業
設
備
投
脊
ば
二
四
年
度
一
四
信
二
十
九
年
度
八

億
計
二
二
億
円
で
あ
っ
た
。
こ
の
額
は
私
企
業
投
資
分
総
額
一

O
六
六
億
円
〔
一
了
一
八
年
度
ま
で
)
の
僅
か
二
区
に
過
ぎ
な
い
と
は
去
、

F
ッ
ジ
恐
慌
下
第
ロ
表
に
見
る
泊
り
一
貫
三
位
に
九
二
匹
、
之
に
紳
戸
製
鋼
の
四
虻
で
九
四
匹
と
一
耳
う
強
い
集
中
で
閥
際
的
親
野
か



大メーづb-と大口貸出の大銀行との闘孫

入 幡【56)一興銀 (10)富士(5)千代田(4)大阪、第一(告白

官 土 (52)ー興銀(9)大阪(3)北拓〔日)

鋼 管 (70)ー富士(10)興娘、劃銀(吾 9)千代田 7

川 崎(5) ー第一(2) 

新扶桑(12)ー大阪('5) 

宮士銀行=安田、千代田=三菱、大阪=住友、有{扶繋=住友

話士官主目録の供入金残高(一貫三枇26年9月 )11崎 25年7月 新もた桑 25年6月

現在)より。( )内販宇は借入金即位億円

百万円

巨樹設九J塁量i襲警」
計

割勘“ 備

y、、 崎I 297 297 558 287 1.092 1.092 

宮 土 321 321 898 150 1.369 1.369 

鋼 管 638 473 円74 250 1.462 1.297 

三世計 (A) 1.256 1. 091 2.031 637 3.923 3.758 

脚 同 122 122 41 163 163 

新 扶 桑 125 125 120 245 245 

五位計【B) 1.503 1. 338 2.071 757 4.331 4.166 

銭貸鋼出業締へ額の (C) 2.468 1，624 2.208 868 5.548 4.700 

A/C !11% 的% 73?-il 71同

B/巳 61% 94% 87% 78% 

鋪銅主主と政府金融町機関との連繋第 17表

賛
企
画
か
ら
見
た
日
本
銀
鋼
業
の
再
編
成
過
程

第
七
十
一
日
程

二
八
九

第
四
披

最t債日銀「財政金融」統計月報ソノイ也ョリ

一貫三社ハ 26年 9月末残新扶桑ハ 11月末紳ロノ、 6月末主要

四



四
回

ち
基
幹
産
業
た
る
鉄
鋼
大
メ
ー
カ
ー
の
防
共
熊
勢
へ
の
納
入
の
背
骨
と
な
っ
て
い
る
。
先
の
復
金
の
集
中
が
一
貫
メ
ー
カ
ー
で
五
割
、

資
金
固
か
ら
見
た
日
本
鎖
倒
業
の
再
編
民
過
程

第
七
十
一
極

九。
第
四
抗

五
位
〔
今
の
六
社
)

で
六
九
回
(
前
出
第
一
表
}

で
あ
っ
た
の
に
比
較
し
て
、
そ
れ
は
「
彼
金
の
産
業
別
に
市
点
を
山
止
め
た
『
傾
斜
生
産

方
式
』
」
と
一
式
う
潤
占
資
本
の
復
興
過
程
か
ら
、

式
へ
の
移
九
一
」
ー
と
一
式
う
従
属
化
過
程
へ
の
強
力
な
閥
際
信
用
椴
闘
で
あ
っ
た
と
云
へ
ょ
う
。
こ
の
閥
際
的
脱
野
か
ら
の
「
再
編
成
に
む

か
つ
て
の
ふ
る
い
」
は
二
六
作
五
月
に
歎
上
し
た
附
焚
銀
れ
に
よ
っ
て
受
け
つ
が
れ
た
の
阿
わ
は
一
般
・
見
返
雨
合
引
か
ら
の
出
資
と

「
産
業
別
に
と
V

ま
ら
ず
企
業
別
に
焦
点
を
せ
ば
め
た
い
わ
ゆ
る
『
集
中
生
産
h

方

復
金
回
壮
金
を
以
て
運
用
金
と
し
、
援
助
物
資
打
切
後
は
兄
返
資
金
私
企
業
投
費
分
を
椴
承
し
て
不
況
1
唯
一
の
長
期
設
備
賞
金
の
供

給
機
闘
と
な
っ
て
い
る
川
勿
前
こ
の
融
費
が
濁
占
メ
ー
カ
ー
に
説
く
集
中
し
て
寸
集
中
生
産
方
式
」
を
機
承
し
て
い
る
事
は
前
向
第
問

委
か
ら
推
察
さ
れ
よ
う
。

以
上
大
、
メ
ー
カ
ー
ー
と
刷
出
品
会
融
機
閥
、
大
銀
行
と
の
一
週
明
州
を
借
入
金
を
通
じ
て
見
た
が
、
も
と
よ
り
こ
の
二
つ
は
バ
ラ
バ
ラ
で
な

〈
、
前
者
の
集
中
融
養
先
は
同
時
に
財
閥
銀
行
の
大
口
貸
出
先
で
あ
り
、
更
に
は
軒
特
鋲
の
大
日
先
で
あ
る
o

こ
の
捕
は
前
出
第
四
表

主
筋
刀
去
と
を
つ
な
い
で
貰
へ
ば
容
易
に
理
解
出
来
よ
う
。
だ
が
同
時
に
ア
メ
り
カ
に
従
属
す
る
「
第
四
流
出
刊
側
主
義
」
の
危
松
下

K

於
て
、
日
本
縞
占
資
本
を
支
え
る
同
家
の
支
え
棒
は
、
こ
の
様
な
直
接
的
な
資
金
の
特
惑
的
配
分
の
み
で
は
な
い
o

表
会
構
誼
丈
に
限

定
し
て
も
、
見
帯
し
て
な
ら
な
い
事
は
大
銀
行
の
上
の
也
出
を
可
能
に
し
た
も
の
が
銀
行
自
体
の
資
金
力
で
は
な
い
事
で
あ
る
。
既
に

鍛
鋼
業
に
そ
の
一
指
標
を
見
た
様
に
戦
後
市
中
銀
行
の
地
位
は
腿
倒
的
に
高
ま
っ
た
。
こ
れ
は
財
閥
解
体
が
銀
行
を
そ
の
ま
、
と
し

て
奮
勢
力
を
温
存
し
た
事
に
よ
る
の
だ
が
、
こ
の
銀
行
の
進
出
の
賓
態
を
大
銀
行
の
養
産
表
か
ら
凡
ょ
う
。

第
四
表
に
見
る
通
り
さ

き
の
産
業
費
本
構
成
の
践
後
の
劣
弱
と
り
ラ
ハ
ラ
の
閥
係
を
示
し
て
、
大
銀
行
の
有
償
誇
券
保
有
と
貸
出
金
と
の
比
率
は
昭
↑

(
U
年

の
四
六
封
五
四
か
ら
二
六
年
末
九
封
九
一
、
と
賓
化
し
て
、
一
式
は
ゾ
銀
行
の
信
用
供
輿
は
車
な
る
資
本
貸
付
な
る
形
態
を
と
っ
て
い
る
。



繍
言
細
リ
庁
知
司
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問
淵
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¥
口
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蹴
剛
山
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回
出
回
「
株
当
閣
議
部
却
出
印
有
用
」
園
南
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こ
の
様
な
銀
行
の
発
言
力
の
弧
大
か
ら
吾
々
は
直
ち
に
強
大
な
令
砂
も
本
の
構
迭
を
結
論
し
て
は
な
ら
ぬ
。
賓
は
こ
の
様
な
銀
行
費
本

坤

圧

の
進
出
こ
そ
、
そ
の
回
読
を
不
健
杢
に
し
、
才
1
パ

1
ロ
l

y
を
現
象
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
十
一
大
銀
行
の
叫
附
巴
一
一
一
一

年
末
七
五
、
二
f

九
年
末
九

O
、
二
六
年
末
一

O
一
主
著
る
し
く
悪
化
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
様
な
危
機
を
支
え
て
き
た
も
の
こ
そ
、

団
結
噂
u
y
ゆ

先
づ
第
一
に
日
銀
の
低
利
貸
出
金
で
あ
っ
た
o
悶
み
に
大
銀
行
の

4|刷
判
叫
刷
州
洲
川
副
判
制
判
断
J

を
見
る
と
、
戦
前
(
九
|
二

年
)
の
四
か
ら
二
五
年
末
一
九
(
地
方
銀
行
七
〕
二
六
作
-
末
二
冗
(
地
銀
二
)
主
日
銀
へ
の
依
存
を
高
め
て
い
る
o

第
二
の
支
柱
は
オ
ベ

レ

1
シ
弓
ン
に
よ
る
市
銀
の
手
持
同
債
の
買
上
で
あ
る
。
市
銀
は
之
を
根
粁
に
事
業
債
消
化
〔
七
削
が
銀
行
引
受
)
に
進
出
し
た
の
で
あ

る
o

第
コ
一
の
支
え
棒
は
運
用
部
の
金
融
債
引
受
で
あ
る
c

さ
き
に
習
特
訓
献
と
鈎
鋼
業
と
の
結
合
の
深
さ
を
見
た
が
、
そ
の
金
融
債
は

運
用
部
に
よ
っ
て
地
方
の
犠
牲
〔
地
方
債
引
受
と
の
競
A
G
に
於
て
支
援
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
他
日
銀
ユ
ー
ザ
ン
ス
、
同

資
金
面
か
ら
見
た
日
本
鍛
鋼
業
の
再
編
成
過
程

‘
第
七
十
一
一
極

九

第
四
披

四
E 



資
金
聞
か
ら
見
た
円
本
織
鋼
業
の
再
編
成
過
程

第
七
十
一
念

九

餌
阿
腕

四

庫
の
市
中
予
託
等
、
と
共
に
大
銀
行
の
進
出
の
支
柱
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
王
口
々
は
オ
l
パ

1

ロ
l

y
や
日
銀
依
存
の
量
的
比
率
の

如
何
ー
と
一
目
う
現
象
形
抽
出
を
以
て
金
融
資
本
の
危
機
を
云
々
す
る
技
術
的
な
閥
野
に
は
奥
し
な
い
。
問
題
の
本
質
は
戦
後
の
日
本
金
融
資

本
の
構
誼
が
、
愈
々
自
ら
の
口
此
で
立
ち
得
な
い
庭
か
ら
様
々
の
槽
力
的
支
柱
に
よ
っ
て
支
へ
ら
れ
て
い
る
庭
に
あ
る
。
問
題
は
ド
ッ
ジ

氏
の
「
財
政
と
金
融
と
の
分
離
」
と
一
買
う
産
業
費
本
主
義
段
階
の
イ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
貨
は
一
方
で
は
中
小
企
業
、
一
般
大
衆
へ
重
税

と
資
金
回
諜
を
押
し
つ
け
、
他
方
で
は
税
金
と
見
返
資
金
か
ら
の

E
額
な
債
務
償
還
と
日
銀
の
追
加
信
用
〔
貸
出
金
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
主
、
と
す
る
)
と
に
ソ
ハ
ツ
グ
さ
れ
た
犬
銀
行
に
よ
る
大
企
業
へ
の
融
資
、
更
に
仕
見
越
資
金
か
ら
の
直
接
的
な
大
企
業
へ
の
集
中
融

資
と
云
う
従
属
的
な
帝
同
主
義
段
階
に
於
け
る
現
賢
践
と
コ
出
ト
ラ
ス
ト
し
で
い
る
事
で
あ
る
。
恰
も
「
商
業
採
算
制
」
が
賓
は
中
共

貿
易
の
停
止
主
出
品
川
受
注
と
言
う
「
軍
事
採
算
制
」
の
表
現
で
あ
っ
た
よ
う
に
。

ど
の
よ
う
な
金
融
資
本
の
構
浩
の
一
上
に
、
鉄
鋼
業
は
前
出
第
1
表
の
様
な
肢
前
を
抜
く
生
産
水
準
に
達
し
た
。
勿
論
と
の
生
産
の
賓

体
比
古
引
の
二
つ
の
指
擦
に
見
る
泊
り
、
一
貫
三
虻
の
廊
一
倒
的
優
位
ー
と
こ
れ
と
抗
宰
す
る
一
一
一
大
メ
ー
カ
ー
と
波
落
窮
迫
し
て
ゆ
く
中
小
メ

ー
カ
ー
と
一
耳
ラ
生
産
櫛
迭
の
上
に
立
つ
で
い
る
c

第
一
鎚
鋼
生
産
の
集
中
度
同
組
問
品
評
論
二
七
年
入
月
号
)

銑
鍛
|
一
貫
三
祉
で
九
六
・
二
%

鋼
材
l
八
幡
二
三
・
八
、
富
士
一
四
・
入
、
鋼
管
三
了
九
、
一
二
世
計
五
了
究
財
。
川
崎
七
・
七
、
脚
戸
四
・
七
、
住
友
=
了
一
九
六
社
計
六
七
・
五
%

第
二
銭
鋼
生
藷
橋
匙
の
推
移
〔
目
程
三
七
年
四
月
一
一
日
)

A

(

財
)

日

年

'
一
貫
メ
?
カ
I

平
均
メ
1
元

1

Jヲ
」

の

I I I 

品
a 

-1  

他

塊

六五 四
年年 年

主

O
、
八

荒
四
、

O

六
九
、
二

四
九
、
二

四
六
、

o

一ニ

O
、
入



い
ら
れ

中

メ

鋼

二
四
年

ご
主
年

二
六
年

四
四
、

o

四
宜
、
入

五

O
、二一

材

五六九、、、

止
問
機

し
い
放
路
と
は
建
っ
た
苦
靴
の
途
が
大
メ
ー
カ
ー

て
い
る
。
他
方
で
は
政
府
機
聞
や
銀
行
か
ら
見
放
さ
れ
、

の
前
に
出
現
し
て
い

四九 O
る
し
、
勢

「
原
料
高
の
製
品
安
L

共
貿
易
へ
の
胎
動
が
あ
る
。

ー
カ
ー
の
鰐
働
強
化
の
掛
川
の
企
業
集
中
反
劉
や
中

註

井
上
、
宇
佐
美
「
危
機
に
於
け
る
日
本
資
本
、
王

日
銀
調
査
部
「
調
査
月
報
L

よ
り
。

撲
の
構
浩
」

白)(1) 

資
金
固
か
ら
見
た
日
本
錨
鋼
業
の
再
編
成
過
程

第
七
十
一
怨

働
者
は
二
重

の
シ
ヲ

九

七、

o

七
、
三

四
、
コ
一

の
搾
取
の
中

を
最
も
強
〈
受
け

第
四
競

で
静
働
弧
化
を
強

て
窮
芝
し
て
ゆ
く

内
一
一
七
年
一

O
月〉

四
士A




